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Abstract 本論文は携帯型専用機の汎用化について考察したものである。携帯型専用機の汎用化とは一つの

携帯型専用機で複数のコンテンツジャンルを楽しむことができることである。例えば、携帯型オ
ーディオプレーヤーでゲームをすることや電子書籍を読むこと、動画を見ることができることを
指す。以前は音楽を聴くことのみの機能しか持たなかった携帯型音楽プレーヤー（カセットテー
プウォークマン、MDウォークマン、CDウォークマン）は近年、デジタルオーディオプレーヤー
に移行し、様々なコンテンツを楽しむことができるようになっている。また、スマートフォンや
タブレット端末の市場導入により、携帯型専用機を取り巻く環境は著しく変化している。これら
を踏まえた上で、本論文では携帯型専用機のデバイス的側面、プラットフォームにおけるコンテ
ンツ的側面から分析を行った。
中心的論点である携帯型専用機の汎用化要因については、コンテンツのデジタル化が起こり、コ
ンテンツのデジタル化がオンライン配信を普及させ、オンライン配信の普及がデジタルコンテン
ツプラットフォームの形成を促す。そこからデジタルコンテンツプラットフォームにおけるネッ
トワーク外部性が市場間を超え、波及、拡大することによってプラットフォームが汎用化し、そ
の結果、携帯型専用機が汎用化すると結論付けた。これについての理論的説明としてプラットフ
ォーム理論、ビジネス・エコシステム理論、二面市場理論を用いてネットワークの外部性の発生
と重要性について考察した。
また、4市場における携帯型専用機の汎用化の進展に対して、オンライン接続性(コンテンツを汎
用化する要因)と市場間におけるコンテンツ差別性(コンテンツを汎用化させない要因)の二つの要
因が影響していると結論付けた。携帯型専用機が汎用化するためには携帯型専用機自体がデバイ
スプラットフォームとして魅力的な流通チャネルとして機能する必要がある。これに対して、コ
ンテンツはオンライン配信を通して運ばれるため、オンライン接続性が高まることがコンテンツ
ホルダーにとっては魅力となる。また、市場間におけるコンテンツ差別性とは他の携帯型専用機
にコンテンツを汎用化させない競争優位性であり、市場間において携帯型専用機が一定の競争力
を持つ根拠となるものである。例えば、映像コンテンツは携帯型音楽プレーヤーやタブレット端
末に動画配信という形で機能を吸収されたが、ゲームコンテンツ(ニンテンドーDSやソニーPSPの
ソフト)は同じ内容のコンテンツを携帯型音楽プレーヤーやタブレット端末に機能吸収されていな
い。つまり、携帯型ゲーム機でプレイするゲームコンテンツは他のデバイスが機能吸収すること
ができない差別的なコンテンツであり、携帯型ゲーム機自体が他の携帯型専用機に対して差別化
できているため、魅力的なデバイスプラットフォームとなり、様々なコンテンツがそこに集まり
、汎用化していくと考えられる。
最後に携帯型専用機の汎用化に対して4市場の中で最も生き残る可能性が高い市場、商品戦略に音
楽市場の携帯型音楽プレーヤーの小型化戦略を挙げた。携帯型音楽プレーヤーではデバイスサイ
ズが小さくても音楽コンテンツを楽しむことができる。一方で汎用機はゲーム、電子書籍、映像
コンテンツを楽しむために一定の画面サイズを必要とする。その根拠はゲームや電子書籍、映像
ではコンテンツを目で見て楽しむ側面があるため、見やすい画面が必要であり、汎用機のデバイ
スサイズの小型化は一定の範囲でしか起こらないと考えられる。
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(論文題名)

携帯型専用機の汎用化に対しての考察一音楽・ゲーム・電子書籍・映像市勝士野を範囲として

(内容の要旨)

本論文は携帯型専用機の汎用化について考察したものである。携帯型専用機の汎用化とは

一つの携帯型専用機で、複数のコンテンツジャンルを楽しむことができることである。例え

ば、携帯型オーディオプレーヤーでゲームをすることや電子書籍を読むこと、動画を見るこ

とができることを指す。以前は音楽を聴くことのみの機能しか持たなかった携帯型音楽プレ

ーヤー(カセットテープウォークマン、 MDウォークマン、 CDウォークマン)は近年、デ

ジタルオーデ、イオプレーヤーに移行し、様々なコンテンツを楽しむことができるようになっ

ている。また、スマートフォンやタブレット端末の市場導入により、携帯型専用機を取り巻

く環境は著しく変化している。これらを踏まえた上で、本論文で、は携帯型専用機のデ、パイス

的側面、プラットフォームにおけるコンテンツ的側面から分析を行った。

中心的論点である携帯型専用機の汎用化要因については、コンテンツのデジタル化が起こ

り、コンテンツのデジタル化がオンライン配信を普及させ、オンライン配信の普及がデジタ

ルコンテンツプラットフォームの形成を促す。そこからデジタルコンテンツプラットフォー

ムにおけるネットワーク外部性が市場聞を超え、波及、拡大することによってプラットフォ

ームが汎用化し、その結果、携帯型専用機が汎用化すると結論付けた。これについての理論

的説明としてプラットフォーム理論、ビジネス・エコシステム理論、二面市場理論を用いて

ネットワークの外部性の発生と重要性について考察した。

また、 4市場における携帯型専用機の汎用化の進展に対して、オンライン接続性(コンテン

ツを汎用化する要因)と市場開におけるコンテンツ差別性(コンテンツを汎用化させない要因)の

二つの要因が影響していると結論付けた。携帯型専用機が汎用化するためには携帯型専用機自体

がデ、パイスプラットフォームとして魅力的な流通チャネルとして機能する必要がある。これに対

して、コンテンツはオンライン配信を通して運ばれるため、オンライン接続性が高まることがコ

ンテンツホルダーにとっては魅力となる。また、市場聞におけるコンテンツ差別性とは他の携

帯型専用機にコンテンツを汎用化させない競争優位性であり、市場聞において携帯型専用機

が一定の競争力を持つ根拠となるものである。例えば、映像コンテンツは携帯型音楽プレー

ヤーやタブレット端末に動画配信という形で機能を吸収されたが、ゲームコンテンツ(ニン

テンドーDSやソニーPSPのソフト)は同じ内容のコンテンツを携帯型音楽プレーヤーやタ

ブレット端末に機能吸収されていなし、。つまり、携帯型ゲーム機でプレイするゲームコンテ

ンツは他のデ、パイスが機能吸収することができない差別的なコンテンツであり、携帯型ゲー

ム機自体が他の携帯型専用機に対して差別化できているため、魅力的なデバイスプラットフ

ォームとなり、様々なコンテンツがそこに集まり、汎用化していくと考えられる。

最後に携帯型専用機の汎用化に対して 4市場の中で最も生き残る可能性が高い市場、商品

戦略に音楽市場の携帯型音楽プレーヤーの小型化戦略を挙げた。携帯型音楽プレーヤーではデ

バイスサイズが小さくても音楽コンテンツを楽しむことができる。一方で汎用機はゲーム、

電子書籍、映像コンテンツを楽しむために一定の画面サイズを必要とする。その根拠はゲー

ムや電子書籍、映像ではコンテンツを目で見て楽しむ側面があるため、見やすい画面が必要

であり、汎用機のデ、パイスサイズ、の小型化は-J定の範囲で、しか起こらないと考えられる。


